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あ
る
程
度
の
影
響
を
予
測
し
な
が
ら
も
、
熾
烈
な
競

争
に
踏
み
出
し
た
企
業
の
「
企
業
規
模
や
技
術
者
数
、

与
信
枠
の
差
に
よ
っ
て
、
競
争
も
そ
う
遠
く
な
い
段
階

で
終
わ
り
を
迎
え
る
」
と
の
想
定
を
超
え
て
競
争
は
続

き
、
品
質
確
保
へ
の
懸
念
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、『
建
設
産
業
政
策
２
０
０
７
』
は
建
設

投
資
の
急
激
な
減
少
を
踏
ま
え
、「
過
剰
供
給
構
造
、
再

編
・
淘
汰
は
不
可
避
」
で
あ
る
こ
と
を
全
面
に
打
ち
出

し
、
経
審
の
見
直
し
に
よ
る
業
界
再
編
の
促
進
の
ほ
か
、

低
価
格
入
札
対
策
の
強
化
や
総
合
評
価
制
度
の
拡
充
を

柱
に
し
た
入
札
契
約
制
度
改
革
、
も
の
づ
く
り
産
業
を

支
え
る
人
づ
く
り
施
策
│
を
政
策
に
掲
げ
た
。

　

そ
れ
か
ら
一
〇
年
。
建
設
投
資
規
模
は
官
民
合
わ
せ

四
兆
円
程
度
増
加
す
る
一
方
、
企
業
倒
産
数
は
半
分
以

下
ま
で
減
少
、
本
業
の
儲
け
を
示
す
営
業
利
益
率
も
企

業
規
模
に
よ
っ
て
改
善
度
合
い
の
格
差
は
あ
る
も
の
の
、

大
企
業
・
中
小
と
も
改
善
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
明
ら

か
に
一
〇
年
前
と
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
一
〇
年
前
の
『
建
設
産
業
政
策
２
０
０
７
』
が
引

き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
か
。

　

そ
の
疑
問
を
解
く
カ
ギ
は
「
建
設
市
場
」
と
「
生
産

性
」
の
二
つ
に
尽
き
る
。

　

現
在
、
建
設
産
業
界
で
は
目
先
に
積
み
上
が
っ
た
手

持
ち
工
事
の
ス
ム
ー
ズ
な
消
化
の
た
め
、
各
生
産
工
程

の
再
確
認
と
、
二
〇
二
〇
年
東
京
五
輪
後
の
建
設
市
場
、

労
働
集
約
型
産
業
か
ら
の
脱
却
と
は

を
据
え
、
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
図
に
し
て
い
る
の
も
分
か
り

や
す
い
。

　

ま
た
、
下
請
構
造
の
実
態
と
し
て
「
名
目
上
は
請
負

契
約
で
あ
る
も
の
の
、
労
務
の
提
供
に
近
い
場
合
も
一

部
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
る
」
と
、

明
確
な
違
法
性
を
認
め
か
ね
な
い
文
言
を
避
け
、
奥
歯

に
も
の
が
挟
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
言
い
な
が
ら
も
、
建

設
産
業
界
の
長
年
の
商
慣
習
で
あ
る
「
職
人
の
貸
し
借

り
」
＋
「
職
人
の
応
援
」
＝
「
偽
装
請
負
」
問
題
に
も

触
れ
た
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
、
大
手
建
設
業
団
体
と

大
手
企
業
が
け
ん
引
す
る
「
週
休
二
日
」
確
保
に
つ
い

て
も
「
技
能
労
働
者
の
総
収
入
の
減
少
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
明
記
し
、
建
設
生

産
シ
ス
テ
ム
を
実
際
に
支
え
る
専
門
工
事
業
と
技
能
労

働
者
（
職
人
）
へ
の
配
慮
を
見
せ
た
。

　

今
回
の
『
建
設
産
業
政
策
２
０
１
７
＋
10
』
と
比
較

し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
が
『
建
設
産
業
政
策

深
刻
な
シ
ナ
リ
オ
を
直
視
せ
ず

い
わ
ゆ
る
ポ
ス
ト
五
輪
へ
の
準
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん

で
い
る
。
そ
の
な
か
で
大
手
・
準
大
手
の
ト
ッ
プ
が
本

音
ベ
ー
ス
で
描
く
ポ
ス
ト
五
輪
の
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
は

「
国
内
市
場
の
縮
小
」
↓
「
熾
烈
な
競
争
の
激
化
」
↓

「
再
編
・
淘
汰
」
だ
。

　

人
口
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
る
様
々
な
影
響
、
い
わ

ゆ
る
人
口
オ
ー
ナ
ス
の
な
か
で
、
イ
ン
フ
ラ
の
新
設
需
要

や
建
築
需
要
が
現
状
の
ま
ま
続
く
と
い
う
甘
い
期
待
を

持
ち
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
。「
競
争
の
激
化
」
は
五
輪

前
の
現
在
、
す
で
に
準
大
手
間
で
始
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
建
設
産
業
界
が
直
面
す
る
「
生
産
性
の
向
上
」

と
「
担
い
手
確
保
」
と
い
う
視
点
で
見
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）、
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
な
ど
の
新
技
術
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
け
ば
、

単
品
受
注
生
産
、
労
働
集
約
型
生
産
、
重
層
下
請
構
造

と
い
っ
た
低
生
産
性
や
担
い
手
不
足
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
問
題
点
が
お
の
ず
と
改
善
さ
れ
て
い
く
。

　

例
え
ば
、
全
自
動
工
法
に
も
っ
と
も
近
い
と
い
わ
れ

る
シ
ー
ル
ド
工
事
に
比
べ
、
建
築
工
事
は
躯
体
や
仕
上

げ
を
含
め
て
、
様
々
な
生
産
工
程
で
多
く
の
技
能
労
働

者
が
関
与
す
る
労
働
集
約
型
生
産
の
代
表
格
だ
。
労
働

集
約
型
生
産
を
脱
却
し
て
自
動
化
・
ロ
ボ
ッ
ト
化
が
進

め
ば
、
建
設
産
業
の
労
働
生
産
性
は
一
気
に
向
上
す
る
。

さ
ら
に
労
働
集
約
型
生
産
か
ら
転
換
し
て
重
層
下
請
構

造
が
是
正
さ
れ
れ
ば
、
中
長
期
の
担
い
手
不
足
も
深
刻

に
な
ら
ず
に
済
む
。

　

若
年
労
働
者
の
確
保
に
つ
い
て
危
機
感
を
抱
い
て
い

２
０
０
７
』
だ
。
二
〇
〇
七
年
度
は
、
政
府
建
設
投
資

額
が
一
九
七
八
年
度
以
降
の
三
〇
年
間
で
最
低
額
ま
で

落
ち
込
ん
だ
時
期
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
前
年
の
二
〇 

〇
六
年
一
月
に
は
、
課
徴
金
減
免
制
度
導
入
な
ど
を
柱

に
し
た
改
正
独
占
禁
止
法
が
施
行
さ
れ
、
大
手
土
木
業

団
体
は
脱
談
合
、
旧
来
か
ら
の
し
き
た
り
か
ら
の
訣
別

へ
と
大
き
く
舵
を
切
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
当
時
の
二
年
間
の
政
府
建
設
投
資
額
は
二 

〇
一
六
年
度
と
比
べ
五
兆
円
ほ
ど
少
な
い
な
か
、
脱
談

合
へ
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
大
手
土
木
業
団
体
と
会

員
各
社
は
、
地
方
業
界
と
の
関
係
見
直
し
に
動
い
た
ほ

か
、
Ｊ
Ｖ
結
成
の
義
務
づ
け
を
撤
廃
す
る
混
合
入
札
の

導
入
、
設
計
段
階
に
お
け
る
無
償
の
手
伝
い
で
あ
る
事

前
協
力
の
廃
止
な
ど
を
主
張
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
建

設
産
業
界
は
行
政
が
考
え
る
以
上
の
混
乱
に
陥
っ
た
。

　

特
に
国
土
交
通
省
の
発
注
行
政
と
産
業
行
政
が
も
っ

と
も
問
題
視
し
た
の
は
、
脱
談
合
宣
言
後
に
大
規
模
工

事
を
発
端
に
広
が
っ
た
低
価
格
受
注
、
い
わ
ゆ
る
ダ
ン

ピ
ン
グ
問
題
だ
っ
た
。

る
地
元
建
設
業
や
専
門
工
事
業
と
は
異
な
り
、
大
手
・

準
大
手
が
土
木
・
建
築
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
職
種
の

技
能
労
働
者
の
確
保
に
つ
い
て
、
先
行
き
を
悲
観
し
て

い
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
だ
。

　

政
府
が
後
押
し
す
る
生
産
性
向
上
の
取
組
み
に
よ
っ

て
、
大
手
・
準
大
手
の
生
産
シ
ス
テ
ム
は
土
木
・
建
築
を

問
わ
ず
、
労
働
集
約
型
生
産
か
ら
脱
却
し
て
い
く
可
能

性
が
高
い
。
そ
の
場
合
、
一
人
当
た
り
の
技
能
労
働
者

が
担
う
業
務
は
現
行
と
比
べ
て
増
大
す
る
か
ら
、
専
門

工
事
業
に
所
属
す
る
技
能
労
働
者
の
給
与
体
系
が
日
給

月
給
の
ま
ま
で
も
、
日
給
額
そ
の
も
の
は
増
加
す
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
話
は
、
大
手
・
準
大
手
が
ポ
ス
ト
五
輪

の
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
選
択
し
な
い
、
言
い
換
え
れ
ば

テ
ー
ル
リ
ス
ク
（
想
定
外
の
出
来
事
、
リ
ス
ク
）
が
起

き
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
一
方
、
仮
に
最
悪

の
シ
ナ
リ
オ
が
現
実
と
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。
最
悪

の
シ
ナ
リ
オ
が
現
実
の
も
の
に
な
る
か
否
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
現
在
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
が
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
は
今
後
、
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
は
否
応
な
く
労

働
集
約
型
生
産
と
重
層
下
請
構
造
か
ら
脱
却
し
、
新
た

な
段
階
に
入
る
こ
と
だ
。
も
う
一
つ
は
、
企
業
規
模
な

ど
か
ら
こ
の
よ
う
な
取
組
み
が
難
し
い
中
小
建
設
業
と

先
進
的
取
組
み
を
進
め
る
大
手
・
準
大
手
元
請
に
連
な

る
下
請
以
外
は
、
従
来
の
労
務
提
供
型
下
請
に
と
ど
ま

ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
ら
を
ど
う
考

え
る
か
。『
建
設
産
業
政
策
２
０
１
７
＋
10
』
に
は
、
こ

の
シ
ビ
ア
な
見
方
が
足
り
な
い
。

建
設
産
業
の
テ
ー
ル
リ
ス
ク

１
７
＋
10

│
若
い
人
た
ち
に
明
日
の
建
設
産
業
を

語
ろ
う
』
を
ま
と
め
た
。

　

冒
頭
、「
あ
な
た
は
若
い
人
た
ち
に
明
日
の
建
設
産

業
を
ど
う
語
り
ま
す
か
」
と
提
起
し
、「
こ
の
問
い
か
け

の
答
え
を
探
し
、
今
後
の
建
設
産
業
政
策
を
考
え
る
上

で
、
ま
ず
、
建
設
産
業
の
役
割
を
認
識
す
る
こ
と
か
ら

始
め
た
い
」
と
続
く
。
建
設
産
業
界
最
大
の
課
題
で
あ

る
担
い
手
確
保
を
含
め
、
提
示
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

の
関
係
性
も
交
え
な
が
ら
、
今
後
の
建
設
産
業
政
策
と

し
て
な
す
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

建
設
産
業
界
の
課
題
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
る
の
が

悪
い
こ
と
だ
と
は
決
し
て
思
わ
な
い
。
政
策
の
論
点
や

概
要
を
縦
軸
に
①
働
き
方
改
革
②
生
産
性
の
向
上
③

良
質
な
建
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
④
地
域
力
の
強
化
│

を
、
横
軸
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
▽
個
々
の
企
業
に
係
る
施

策
▽
企
業
間
や
業
界
全
体
に
係
る
施
策
▽
発
注
者
・
設

計
者
や
地
域
な
ど
様
々
な
主
体
と
の
連
携
に
係
る
施
策

大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

設
産
業
界
で
注
目
さ
れ
て
い
た
国
土
交
通
省
の

建
設
産
業
政
策
会
議
が
『
建
設
産
業
政
策
２
０ 
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